
＜学校名＞ 上尾市立原市南小学校 

＜所在地＞ 上尾市原市３９９０ 

＜電 話＞ ０４８－７２２－２１００ 

＜本事例の特徴＞  

  本校の外国語は目的場面状況に応じた言語活動を大事にした授業を行っている。２学期 

末に Minami スピーチコンテストを開催した。聞き手は相手の発する外国語を注意深く聞 

いて何とか相手の思いを理解しようとすること、また、話し手は得ている知識などを活用 

して相手に外国語で自分の思いを何とか伝えようとする経験ができるようにした。自分の 

思いが伝わった時の喜びを感じることでコミュニケーションの良さを理解することをねら 

いとしている。 

 

＜具体的な取組や成果＞  

○準備期間～Let’s write about your favorite things!!～ 

 授業では与えられたテーマについて自分の思いを伝えるという言語活動を行っている。今 

回のスピーチでは、「自分たちが伝えたいこと！」とテーマは絞らずに児童に投げかけた。児 

童たちは、今までの授業で学んできたことを取り入れながら「好きなスポーツについて」「憧 

れている人について」「上尾市にあったらいいな、こんな施設」「将来について」など、様々な 

内容でスピーチ原稿を作成した。その文章をＡＬＴや担任が修正を加えて、参加者は練習を 

繰り返し行った。「翻訳機能を使って作る文章だと、自分も難しいし、相手には伝わらないか 

ら、もっと簡単な表現はないですか。」「この言葉は６年生では分かるけれど下級生には伝わ 

らないから、ジェスチャーを加えて話した方がいいかな。」「仲間のスピーチがすごかったの 

で、もう一度練り直してきます。」など、主体的に学ぶ姿が見られ、準備期間中も大変有意義 

な学習となった。 

 

○本番当日～Let's enjoy English!!～ 

２日間にわたってスピーチコンテストを行い、どちらも約１５０人の聴衆の前で、６年生 

が渾身の思いを込めてスピーチを行った。話し手が「Do you like sushi？」と聞くと、 

１５０人が返答する。話し手はその声を聞くことでさらに気分が高まり、嬉しそうに「Good!」

と答える。そんなやりとりが何度も見られた。また、難しい英語の内容でも、ジェスチャー

をすることで、３・４年生もうなずきながら聞いていた。相手に伝わっていることが分かる

とスピーチの発表がさらによいものになっていった。当日は参加者の保護者にも参観してい

ただいた。コンテストが終わってから舞台を降りてきた児童は皆、自信に満ちあふれた表情

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【Minamiスピーチコンテストの感想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果と今後の展望＞  

下級生は、「自分たちもステージでスピーチしてみたい。」「あんな風に英語が話せてか 

っこいい。」と外国語の関心が高まった。さらに、スピーチに参加した児童は、家庭学習で

今回の思いを英語で日記に表現することができた。翻訳機能を使っているとはいえ、自分

の高揚した思いを英語で表現してみたいと思ったことがすばらしいと感じている。 

コンテストということで、参加者全員に賞を与え、Good gesture賞や Good smile賞な 

ど、６つの項目からいちばん良かった点を評価した。校長先生から賞状を授与され、児童

は嬉しそうであったと同時に、自信に満ちた表情をしていた。今後も「英語は楽しい」と思

う児童が少しでも増やせるように、学校行事として継続していきたい。そのために、今回

の取組を原市南小スタイルとしてまとめることが必要である。誰が担当になっても実施で

きるように、わかりやすく整理したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大勢の観客がいて緊張したけれど、話したことにみんなが注目してくれたことがとても

嬉しかった。応援団の団長としてチームをまとめて、練習に明け暮れたことが楽しかった

という内容が、みんなに伝わって良かった！ 

大好きな放送委員会の魅力を伝えたかった。来年後輩が入ってみたいと思ってくれたら

嬉しい。大きな声でのびのびと行えた。前で話すことが気持ちよかった。またやりたい。 

自分たちの時代では考えられないスピーチでした。こんなふうに物怖じせず英語を使え

る子どもたちの将来が楽しみです。外国に興味をもって、世界に羽ばたく人たちになって

欲しいですね。（保護者より） 


